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先月に行われました「柏葉祭」では、多くの保 学習指導要領とは、１０年に１回程度、時代

護者、地域の皆様に来場していただきました。御 の変化に合わせて改訂されていくカリキュラム

礼申し上げます。いかがだったでしょうか。創意 の基準です。現在は移行期間中で、小学校では

と情熱に満ちた作品や発表が盛りだくさんで、県 令和２年度から、中学校では令和３年度から新

北中の底力を見たように思いました。本校代表と 学習指導要領が全面実施となります。今回は次

して伊達地区合唱祭に参加した３年１組の合唱は のキーワードと共にとても大きな改訂であると

もちろんですが、審査員の先生を悩ませるほどの 報道されています。

合唱コンクールを振り返ると感動がよみがえって ○社会に開かれた教育課程：よりよい学校教育

きます。生徒諸君の頑張りと意気込みに感謝です。 を通じてよりよい社会を創るという目標を学校

これまで本当に様々な活躍を見てきましたが、 と社会が共有し、社会と連携・協働して実現を

幾度となくその場面を演出してきた旧生徒会役員 図っていく。

から新役員へバトンが渡されました。そこで、旧 ○主体的な学び：学ぶことに興味・関心をもち、

役員に大役を終えての感想を聞いてみると、次の 見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学習

ような答えが返ってきました。 を振り返って次につなげる。

「『伝統を引き継ぐ』とは簡単なことではない。 ○対話的な学び：子ども同士の協働、教職員や

現状を考え、実態に合ったものに変えていかなけ 地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに

れば、引き継ぐことはできないことがわかった。」 考えることを通じ、自己の考えを広げ深める。

「時間がなくて家に持ち帰って仕事をしたこと ○深い学び：知識を相互に関連付けて、より深

があった。きつかったけれども、その頑張りをい く理解したり、情報を精査して考えを形成した

つも見てくれている人がいて声をかけてくれた。 り問題を見いだして解決策を考えたり、思いや

それが励みになり、充実感に繋がった。」 考えをもとに創造したりする。

「早起きがそもそも苦手なので、朝のあいさつ かつては、「手はひざ、目と耳と心でよく話を

運動は大変だったが、いつの間にか苦ではなくな 聴きなさい。」とよく言われたものです。話を聴

った。チャレンジすると可能性が広がる。」 くことはもちろん大切なのですが、国際会議で

「人前に出るのは苦手で、生徒会のような役割 あまり意見を述べない日本人の傾向を案じ、黙

は人生初の経験だった。自分の殻を破り、できな って話を聴いているだけでは、グローバルな社

かったことができるようになった達成感がある。」 会で通用しないのではないかと危惧されていま

「やりたいことと現実のギャップに苦しみ、先 す。つまり、これからますます変化が激しくな

生方や周りの人たちに迷惑をかけた。しかし、そ る社会においては、自ら学び、協働しながら創

の失敗が次に生かされていく経験を重ねていくう 意工夫して解決していくことができる人材が求

ちに失敗から学ぶことの大切さを知った。そのこ められるのです。私たちは、これらのことを踏

とが大きな自信に繋がった。」 まえて、授業改善に取り組んでいかなければな

その表情からは「やりきった」充実感と達成感 りません。

を感じました。すでに新生徒会役員が中心となり、 １１月１２日には、国見小学校で授業研究会

元気なあいさつで学校がスタートしています。 が行われました。本校においても、一人一研究

Twenty years from now, you will be more 授業を行い、研修をしています。諸調査の結果

disappointed by the things you didn't do than by the から、特に課題のある思考力・表現力の向上を

ones you did. 「これからもなすことによって学 目指し、「学び合い」や「指示や発問の工夫」を

ぶべし！」（英文は３年生の英語の授業より） 意図した授業実践を重ねています。

自ら進んで学習する生徒

すなおで豊かな心を持つ生徒

責任ある行動をとる生徒

健康安全に心がける生徒

新 学 習 指 導 要 領 と は ？「令 和 元 年 度 」 後 半 で す ！



１０月号で伊達支部中体連新人総合大会の様子 １１月７日（木）、県北地区に勤務している外

をお伝えしましたが、１、２年生チームの快進撃 国人６名を講師にお迎えし、２年生を対象とし

が続いています。女子卓球部、男女ソフトテニス た異文化交流・異文化理解学習を行いました。

部、男女バレーボール部、特設柔道部（個人）が 日ごろから英語の授業は行っているものの、初

県北大会を突破し、県大会にコマを進めています。 めて接する外国の方とコミュニケーションが取

男子ソフトテニス部の栗原・佐藤ペアが県大会 れるのかな…と心配するのは大人だけだったの

で準優勝するなど、すでに県大会を終え、輝かし かもしれません。明るい雰囲気でリードする講

い成績を収めた競技もあります。柏葉祭で披露し 師の先生方と笑顔でふれあい、英語学習の成果

た美術部のビッグアート、義経まつりで披露した を積極的に試す姿が見られました。終了後、講

吹奏楽部の演奏も高い評価をいただいています。 師の先生方に shy（恥ずかしがりや）ではなか
冬期間の活動時間は短くなりますが、練習方法を ったかと尋ねると、「まったくそんなことはない。

工夫して、各部の一層の活躍をお祈りいたします。 積極的でしたよ。でも polite（礼儀正しい）で
新人チームの県北大会、県大会については、中 した。」とおっしゃっていました。言葉や態度で

体連の主催ではないため、選手輸送等について保 心が通じたんだなあと思い、うれしくなりまし

護者の皆様にはたいへんお世話になり、ありがと た。今年度は、町より３年生を対象に英検受験

うございます。これからも力強い応援をよろしく の補助をしていただいています。機会をとらえ

お願いします。 て、英語学習に興味をもち、チャレンジしてほ

しいと願っています。

１１月８日（金）、１年２組に中国から転入生

１１月に入って「学校へ行こう週間」があり、 が来ました。武田心音（ここね）さんと言いま

フリー参観の期間を設定しました。来校した保護 す。日本語をほとんど話すことができないので、

者様より「中学校は敷居が高い気がする」とご意 １年２組の皆さんは、事前に中国語を調べてき様より

見をいただきました。 たそうです。「你好（ニーハオ）」と声をかける

間もなく三者面談の期間となります。お子さん と教室は笑顔にあふれ、熱烈な歓迎ぶりでした。

の健やかな成長と自己実現を目指した進路選択が １年２組に限らず、多くの人が接することにな

できるように忌憚のない話し合いの場にしたいと ります。心音さんが一日も早く日本の生活に慣

思っています。さらに、学校評価アンケートを今 れることを願うとともに、言葉や態度で心が通

年も行いますので、よりよい教育活動、環境のた じる経験をたくさんしてほしいと願っています。

めに建設的なご意見をお寄せください。

１１月後半の主な予定 １２月前半の主な予定
部活 下校時刻 部活 下校時刻

15 金 期末テスト ○ 17:15 1 日 ×
16 土 2 月 全校集会 ○ 17:15
17 日 × 3 火 ○ 17:15
18 月 教育フォーラム 調査書作成委員会 SSW × 15:20 4 水 学年会 SSW × 16:10
19 火 教育長授業参観 SC ○ 17:15 5 木 調査書作成委員会 × 15:20
20 水 SSW ○ 17:15 6 金 校務分掌反省会 × 14:50
21 木 三者面談① ○ 16:45 7 土 アンサンブルコンテスト
22 金 三者面談② SSW ○ 16:45 8 日 ×
23 土 9 月 〇 17:15
24 日 × 10 火 調査書作成員会 SC × 15:20
25 月 三者面談③ ○ 16:45 11 水 SSW ○ 17:15
26 火 三者面談④ SC ○ 16:45 12 木 〇 17:15
27 水 三者面談⑤ SSW × 14:25 13 金 P本部役員会 〇 17:15
28 木 三者面談⑥ ○ 16:45 14 土 音楽活性化事業
29 金 ○ 17:15 15 日 ×
30 土 16 月 〇 17:15

グローバルな社会を生きる！新人チーム躍進中

三者面談・学校評価


